
豊
島
法
人
会
報  

第
２
１
３
号　

平
成
22
年
４
月
20
日
発
行　

●
発
行
所
／
社
団
法
人
豊
島
法
人
会   

東
京
都
豊
島
区
池
袋
２
─
55
─
２
鈴
木
ビ
ル
１
階
電
話
0
3（
3
9
8
5
）8
9
4
0　

●
編
集
人
／
広
報
委
員
会　

●
印
刷
／
幸
進
社
印
刷
株
式
会
社　

定
価
２
０
０
円

●第36回通常総会のご案内
●法人会の活動状況
●法人会館建設について
●平成22年度税制改正の要綱

社団法人
豊島法人会報

APRIL 2010  NO. 2134



第
36
回
通
常
総
会
の
ご
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３

法
人
会
の
活
動
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４
〜
19

税
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
楽
し
い
夕
べ
…
…
…
…
…
…
…

４

四
万
温
泉
一
泊
研
修
旅
行
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６

第
３
回
と
し
ま
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
…
…
…
…
…
…
…
…

９

法
人
会
館
建
設
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

19

都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

20

平
成
22
年
度
税
制
改
正
の
要
綱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

22

新
規
会
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー（
８
社
）……
…
…
…
…
…
…
…
…

24

表
紙
の
言
葉
・
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

25

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

26

豊
島
法
人
会
行
事
予
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

27

社団法人

豊島法人会報4月号APRIL 2010  No.213

■
法
人
会
の
趣
旨
は
…

法
人
会
と
は
、
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
１
０
０
万
社
の
会
員

組
織
で
す
。

法
人
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
と
の
出
会
い
は
、
新
し

い
仕
事
の
つ
な
が
り
を
う
み
だ
し
ま
す
。

法
人
会
は
、
公
正
な
税
制
の
実
現
の
た
め
経
営
者
の
声
を
国

へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

■
法
人
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
は
…

中
心
の
円
は
、「
法
人
会
」
の
コ
ア（
核
）で
あ
る
「
よ
き
経

営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
を
表
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
コ
ア
の
も
と
に
集
ま
る
「
人
」
の
姿
を
「
法
人
会
」
の

頭
文
字
＂h＂
に
合
わ
せ
、
企
業
と
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢

献
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と
を
、
力
強
く
象
徴
し
て
い
ま
す
。

南
風
が
春
を
連
れ
て
き
た

か
す
か
に
夏
の
香
り
が
す
る
光
の
中
で

桜
の
ひ
と
ひ
ら
が
舞
っ
て
い
る

薄
桃
色
に
染
ま
っ
た
通
学
路
を

ラ
ン
ド
セ
ル
達
が
走
っ
て
い
く

そ
う
な
ん
だ

春
は
約
束
ど
う
り
に
や
っ
て
き
て

い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
や
さ
し
さ
で

荒
ぶ
る
心
を
包
ん
で
く
れ
る

春
の
陽
は
や
わ
ら
か
い

遠
い
日
の
母
の
ぬ
く
も
り
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南
風
が
春
を
連
れ
て
き
た

か
す
か
に
夏
の
香
り
が
す
る
光
の
中
で

桜
の
ひ
と
ひ
ら
が
舞
っ
て
い
る

薄
桃
色
に
染
ま
っ
た
通
学
路
を

ラ
ン
ド
セ
ル
達
が
走
っ
て
い
く

そ
う
な
ん
だ

春
は
約
束
ど
う
り
に
や
っ
て
き
て

い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
や
さ
し
さ
で

荒
ぶ
る
心
を
包
ん
で
く
れ
る

春
の
陽
は
や
わ
ら
か
い

遠
い
日
の
母
の
ぬ
く
も
り

　

例
年
よ
り
雪
の
多
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
花
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
環
境
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
と
な
く
気
分
的
に
明
る
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

日
頃
よ
り
豊
島
法
人
会
の
活
動
に
御
協
力
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
る
５
月
17
日
に
は
法
人
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
勢
の
会
員
の
皆
様
に
出
席
し

て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
年
度
は
以
下
の
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

①
豊
島
法
人
会
会
館
建
設
が
い
よ
い
よ
実
現
す
る

　

�　

会
館
建
設
チ
ー
ム
は
、
正
副
会
長
が
そ
れ
に
あ
た
り
責
任
を
も
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
設
計
監
理
会
社
を
選
定
し
、
我
々
の
構
想
に
沿
っ
た
設
計
の
可

能
性
を
見
極
め
、
設
計
の
仕
様
を
決
め
、
建
設
費
の
概
算
見
積
も
り
を
し
ま
す
。
設
計
会
社

の
仕
様
に
基
づ
き
建
築
会
社
へ
の
見
積
も
り
依
頼
と
選
定
、
と
い
う
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
社
会
貢
献
活
動
を
全
員
で
実
施
す
る

　

�　

昨
年
度
の
「
税
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
楽
し
い
夕
べ
」
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
租
税
教

育
を
ベ
ー
ス
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
２
０
１
０
年
11
月
の
『
税
を
考
え
る
週
間
』
頃

の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

③
会
員
増
強
の
た
め
に
各
種
の
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く

　

�　

我
々
の
法
人
会
活
動
を
多
く
の
方
に
勧
め
る
こ
と
も
公
益
事
業
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
厚
生
制
度
・
研
修
会
・
講
習
会
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
会
員
増
強
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考

え
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
を
は
じ
め
、
委
員
会
・
部
会
の
す
べ
て
の
役
員
に
増
強
の
意
識
を

持
っ
て
、
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

法
人
会
の
す
べ
て
の
事
業
活
動
は
会
員
増
強
の
た
め
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

④
公
益
法
人
へ
の
移
行
申
請
へ
の
具
体
的
な
作
業
を
開
始
す
る

　

�　

移
行
の
手
続
き
は
煩
雑
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
選
定
し
、

ま
ず
定
款
の
作
成
か
ら
指
導
を
受
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑤
I
T
の
活
用
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
H
P
）の
充
実
を
図
る

　

�　

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
会
員
へ
の
連
絡
は
通
信
費
の
節
減
に
な
り
ま
す
。
ま
た
H
P
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
会
員
だ
け
で
な
く
、
会
員
以
外
の
一
般
の
方
々
に
も
事
業
の
内
容
が
伝
え

ら
れ
、
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
公
益
法
人
と
し
て
の
要
件
が
備
わ
り
ま
す
。
事

務
局
で
も
H
P
の
更
新
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
団
法
人
豊
島
法
人
会
の
第
36
回
通
常
総
会
・
創
立
60
周
年
並
び
に
社
団
化
35
周
年
記
念
式
典

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
日
時
／
平
成
22
年
５
月
17
日（
月
）
午
後
４
時
～
７
時
20
分

◆
場
所
／
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

豊
島
区
西
池
袋
１–

６–

１　

電
話
３
９
８
０–

１
１
１
１（
代
）

	

第　

１　

部　

通
常
総
会
…
４
階
桜

	

第　

２　

部　

記
念
式
典
…
４
階
桜

	

第　

３　

部　

祝
賀
会
…
３
階
富
士

◆
内
容
／
第
１
部　

通
常
総
会
　
午
後
４
時
～
５
時
20
分

	

第
１
号
議
案　

議
事
録
署
名
人
選
出

	

第
２
号
議
案　

平
成
21
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

	

第
３
号
議
案　

�

平
成
21
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
承

認
の
件

	

第
４
号
議
案　

会
館
建
設
及
び
会
館
建
設
借
入
金
承
認
の
件

	

第
５
号
議
案　

平
成
22
年
度
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

	

第
６
号
議
案　

平
成
22
年
度
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

	

第
７
号
議
案　

役
員
選
任
の
件

　
　
　
　
第
２
部　

記
念
式
典
　
午
後
５
時
30
分
～
６
時

　
　
　
　
第
３
部　

祝
賀
会
　
午
後
６
時
10
分
～
７
時
20
分

会
費　

５
０
０
０
円（
当
日
、
受
付
で
お
願
い
し
ま
す
。）

第
36
回
通
常
総
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
へ

欠
席
さ
れ
る
方
は
、
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
島
法
人
会
の
こ
れ
か
ら

豊
島
法
人
会
長　

鈴
木　

孝
雄

第35回通常総会のようす



会員増強に皆様のご協力をお願いします 4

声の出演者！（左から：松尾和代子さん、阿部歩積くん、阿部双葉さん）

名司会TOMOさん（右）

挨拶する山本署長

親子で“税”を知ろう

みらい座いけぶくろ（豊島公会堂）

１月21日（木）

　

開
演
17
時
、
時
刻
ど
お
り
幕
開
け
。
１
年

が
か
り
で
築
き
上
げ
た
企
画
の
始
ま
り
。

　

鈴
木
会
長
の
挨
拶
、
豊
島
税
務
署
山
本

署
長
の
挨
拶
に
続
き
豊
島
区
高
野
区
長
の

挨
拶
。
高
野
区
長
は
「
今
回
、
豊
島
法
人
会

の
企
画
は
、
本
来
、
豊
島
区
が
や
る
べ
き

も
の
。
そ
れ
を
や
っ
て
頂
い
た
豊
島
法
人

会
に
感
謝
し
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
企
画
に
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

は
、
さ
ぞ
か
し
溜
飲
の
下
が
る
思
い
が
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

５
時
と
い
う
開
始
時
間
の
た
め
、
開
幕
当

初
は
、空
席
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、徐
々

に
座
席
も
埋
め
尽
く
さ
れ
て
大
盛
況
。

■
第
１
部　

紙
芝
居「
カ
ッ
パ
の
い
た
ず
ら
」

一
人
三
役
　
プ
ロ
の
声
優
た
ち
？

　

喜
ん
だ
の
は
、
子
ど
も
た
ち
。
税
金
と
い

う
一
見
堅
い
話
が
“
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
”
の

紙
芝
居
を
と
お
し
て
の
面
白
さ
か
ら
、
関
心

を
広
げ
、
笑
い
声
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

■
第
２
部　

税
金
ク
イ
ズ

初
め
て
知
っ
た
地
図
記
号
!?

　

名
調
子
の
T
O
M
O
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
っ

た
税
金
ク
イ
ズ
。

　

た
め
に
な
る
問
題
が
多
く
、
特
に
税
務
署
を

表
す
地
図
記
号
を
、
初
め
て
知
っ
た
方
々
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、「
水
道
水
」
の
断
水
が
、

カ
ッ
パ
の
仕
業
と
分
か
り
、
鬼
太
郎
や
そ
の

仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
、
人
間
と
カ
ッ
パ
が

和
解
す
る
…
…
大
切
な
水
と
同
じ
よ
う
に
、

税
金
も
大
切
に
遣
わ
れ
る
と
、
社
会
全
体
が

よ
く
な
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
声
の
出
演

者
は
、
一
人
三
役
、
法
人
会
有
志
。

　
「
紙
芝
居
の
声
の
人
は
、
会
員
の
人
だ
っ
た

ん
で
す
ね
。
び
っ

く
り
し
ま
し
た
！

ま
る
で
、
プ
ロ
の

声
優
か
と
思
い

ま
し
た
よ
。」
と
、

観
衆
の
中
の
ご

婦
人
が
言
っ
て
い

ま
し
た
。

Q
1
「
税
務
署
」を
表
す
地
図
記
号
は
？

A=

　
　
　

B=

　
　
　

C=

Q
2
「
税
」の
禾
（
の
ぎ
へ
ん
）
は
何
を
表
し

て
い
る
？

A=

む
ぎ　

B=

そ
ば　

C=

い
ね

Q
3
税
金
で
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
は
？

A=

銀
行
B=

図
書
館
C=

映
画
館

●税金クイズ答え　Q1=A　Q2=C　Q3=B

親子で“税”を知ろう

みらい座いけぶくろ（豊島公会堂）

１月21日（木）

税とパーカッションの楽しい夕べ

紙芝居「カッパのいたずら」

法 人 会 の 活 動 状 況
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南山副会長による締めくくりの挨拶

独創的な演奏に

　驚愕！

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
税
の

大
切
さ
と
、
音
楽
の
想
像
性
と

を
塗
り
重
ね
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
税
の
紙
芝
居
の
よ
う
に
、

会
員
の
特
技
も
披
露
さ
れ
、
皆

さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
今
後
、
会
員
の
人
々
の
特

技
も
発
掘
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
一
層
、
活
気
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
行
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

最
後
は
、
南
山
副
会
長
の
閉

会
の
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

（
記
／
阿
部
双
葉
・

写
真
／
若
林
正
美
）

■
第
３
部　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

心
も
身
体
も
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
シ
ン
バ
ル

　

さ
ま
ざ
ま
な
音
が
鳴
り
響
き
、
特
に
空
き

缶
に
よ
る
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
音
楽
は
、
ま

る
で
一
つ
一
つ
の
空
き
缶
が
生
き
て
い
る
か

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
常
的
な

空
き
缶
た
ち
が
、
心
に
響
く
音
楽
の
世
界
へ

と
誘
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
シ
ン
バ
ル
は
、
翼

が
生
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
自
由
自
在
に

舞
台
を
飛
び
、
観
衆
の
心
も
身
体
も
、
揺
さ

ぶ
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
す
ご
か
っ

た
！
シ
ン
バ
ル
を
、
あ
ん
な
に
高
く
飛
ば
す

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
来
た
い
で
す
。」

　

会
員
の
男
性
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
ド

ラ
ム
缶
を
楽
器
に
使
う
な
ん
て
、
エ
コ
そ
の

も
の
で
す
ね
！
」

大盛り上がりの会場

迫力あるステージを見せたファンカッション

ドラム缶でセッション

空き缶が生きてるかのような演奏

独創的な演奏に

　驚愕！

法 人 会 の 活 動 状 況
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四万たむら（四万たむらHPより）

薬師堂（群馬県観光HPより）

　

今
回
の「
一
泊
宿
泊
研
修
」
は
、
３
年
続

い
た
箱
根
湯
本
か
ら
群
馬
県
四
万
温
泉
に

場
所
を
替
え
て
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
の「
四
万
た
む
ら
」
の
玄
関
は
、
江

戸
時
代
以
来
の
萱か
や
ぶ
き葺
の
建
物
で
、
現
在
で

も
帳
場
、
下
足
、
応
接
と
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、

ロ
ビ
ー
と
し
て
老
舗
旅
館
の
風
情
を
残
し

て
お
り
、
ま
た
館
内
に
多
く
の
温
泉
を
あ

る
こ
と
で
も
、
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

池
袋
出
発
の
日
曜
日
は
、
寒
さ
も
和
ら

ぎ
穏
や
か
天
気
と
な
り
、
参
加
者
は
、
バ

ス
３
台
に
分
乗
し
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
、
関
越
道
の
渋
滞
も
な
く
、
昼
食
に

水
沢
う
ど
ん
に
舌
鼓
を
う
ち
、「
水
沢
観
音
」

に
参
拝
後
、
予
定
通
り
の
時
間
に
、
四
万

た
む
ら
に
到
着
。

　

到
着
後
、
２
階
の「
湯
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

四
季
」で
研
修
会
が
、
14
時
45
分
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
地
元
の
高
校
で
長
い
間
教
鞭

を
と
ら
れ
、
現
在
、
中
之
条
町
歴
史
民
族

資
料
館
顧
問
の
唐か
ら
さ
わ沢
定さ
だ
い
ち市
氏
、「
吾
妻
地
方

の
歴
史
」の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

四
万
温
泉
と
は

　

唐
沢
先
生
は
、「
四
万
が
温
泉
場
と
し

て
開
湯
し
た
の
は
、
戦
国
時
代
で
上
杉
氏

と
武
田
氏
の
戦

い
が
続
い
て
い
た

（
１
５
６
３
年
永
禄

六
年
）頃
」ま
た「
重

要
文
化
財
で
あ
る

『
日
向
見
薬
師
堂
』」

は
、
棟
札
に
よ
っ

て（
１
５
９
８
年

慶
長
３
年
）の
建
立
で
、
温
泉
を
守
護
す
る

薬
師
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
る
。」
と
四
万
温

泉
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
戦

前
は
、
長
期
滞
在
の
療
養
者
が
多
く
、
湯

治
客
は
、
７
日
と
か
10
日
と
か
の
期
間
湯
宿

で
四
万
独
自
の
湯
治
方
法
に
従
っ
た
。
料
金

は
、
低
料
金
に
お
さ
え
、
部
屋
貸
し
の
半
自

炊
形
式
を
原
則
と
し
た
。
宿
で
ご
飯
、
味
噌

汁
を
提
供
し
、
副
食
は
自
分
好
み
で
客
が

求
め
た
。
宿
の
部
屋
を
回
っ
て
、
漬
物
、
卵
、

煮
物
な
ど
を
売
り
歩
く
坪
売
り
が
い
た
。」

と
現
在
と
は
違
う
温
泉
で
の
過
ご
し
方
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
ご
出
身
な
ら
で
は
、
四
万
温
泉
に
か

か
わ
る
興
味
深
い
唐
沢
先
生
の
お
話
で
し
た
。

楽
し
く
和
や
か
に
懇
親
会

　

会
場
を
、
大
広
間「
花
み
ず
き
」に
移
し
、

18
時
、
鈴
木
会
長
の
挨
拶
で
、
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

宮
代
副
会
長
の「
乾
杯
」
後
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で「
歓
談
」「
爆
笑
」
の
輪
が
広
が
り
、

温
泉
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
だ
あ
と
に
だ
け

に
、
皆
さ
ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
カ
ラ
オ
ケ
、

踊
り
な
ど
、出
演
自
由
の「
芸
能
コ
ー
ナ
ー
」

に
も
多
く
方
々
が
参
加
、
懇
親
会
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
中
締
め
後
も
、
各
部
屋
で
、
館

内
の
各
お
店
で
二
次
会
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
13
時
に
は
、
池
袋
に
バ
ス
が
到

着
し
、
鈴
木
会
長
か
ら
の
ワ
イ
ン
の
お
土

産
を
手
に
、
解
散
し
ま
し
た
。
今
回
参
加

者
は
、
81
名
、
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

22
年
度
も「
一
泊
研
修
会
」
を
計
画
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

豊
島
法
人
会
一
泊
研
修
旅
行
in
四
万
温
泉

２
月
21
日（
日
）・
22
日（
月
）／
四
万
た
む
ら

法 人 会 の 活 動 状 況
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地元の踊りで花が咲く

81名の参加者でした

盛り上がった大宴会
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議事はすべて承認されました

　

�（
１
）議
案　
（
２
）平
成
21
年
度
事
業
実
績
・

決
算
見
込
み　
（
３
）
平
成
22
年
度
事
業
計

〈
案
〉・
予
算〈
案
〉　
（
４
）役
員
選
任

　
（
５
）総
会
表
彰　
（
６
）総
会
の
案
内
書
発
送

４
．
平
成
22
年
度
の
暫
定
予
算

５
．
常
任
理
事
・
委
員
の
選
任〈
敬
称
略
〉

　
（
１
）常
任
理
事
選
任

　
　
　

�

野
尻
孝（
理
事
、
南
長
崎
地
区
長
、
南

長
崎
１
・
２
丁
目
支
部
長
）

　
（
２
）委
員
選
任

　
　
　

�

社
会
貢
献
委
員
小
池
倖
江（
池
袋
西

口
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

特
に
22
年
度
は
、
次
の
５
つ
の
事
業
を
、
本

部
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
．
会
館
建
設

２
．
豊
島
税
務
署
長
講
演
会

３
．
全
体
社
会
貢
献
事
業

４
．
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

５
．
宿
泊
研
修
会

１
月
13
日（
水
）／
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京

５
月
の
総
会
に
む
け
て

�

３
月
９
日（
火
）／
東
京
信
用
金
庫
本
店

第
４
回
理
事
会

　

平
成
21
年
度
の
最
後
と
な
る
理
事
会
が
、
多

数
の
理
事
出
席
の
中
、
開
か
れ
ま
し
た
。
議
事

に
先
立
ち
、
厚
生
受
託
会
社
推
進
員
の
方
々
の

会
員
増
強
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
題（
報
告
事
項
、
審
議
事
項
）
は
、
次
の

と
お
り
で
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　《
議
　
題
》

　
◆
報
告
事
項

１
．
会
員
増
強
の
状
況

２
．
本
部
事
業
報
告

　
（
１
）チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
２
）�租
税
教
育
イ
ベ
ン
ト「
税
と
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
楽
し
い
夕
べ
」

　
（
３
）一
泊
研
修
旅
行

３
．
監
事
会
の
報
告

４
．�

委
員
会
、
部
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告

　
◆
審
議
事
項

１
．
会
館
建
設
に
つ
い
て

　

�

正
副
会
長
が
、会
館
建
設
チ
ー
ム
を
構
成
し
、

会
館
建
設
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。（
設

計
監
理
会
社
及
び
建
設
会
社
の
選
定
な
ど
）

２�

．
会
館
建
設
に
伴
う
「
物
品
購
入
・
印
刷
代

そ
の
他
支
払
い
に
関
す
る
内
規
」改
訂（
案
）

　

次
の
改
訂
案
が
承
認
さ
れ
た
。

【
現
行
】

◦
第�

２
条
第
１
項　

入
札
の
要
否
を
決
定
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
一
取
引
当
た
り
の
通
常

取
引
価
格（
競
争
前
の
見
込
み
価
格
）
が

３
０
０
万
円
以
上
の
支
払
い
に
係
る
取
引

を
対
象
と
す
る
。

◦
第�

４
条　

入
札
参
加
業
者
は
、
豊
島
区
内
の

会
員
と
す
る
。

◦
第�

４
条
追
加　

現
に
、
理
事
ま
た
は
監
事
で

あ
る
場
合
に
は
、
当
会
が
発
注
す
る

　
　

�

入
札
ま
た
は
入
札
に
準
じ
る
取
引
に
対

し
、
当
会
理
事
ま
た
は
監
事
が
経
営
す
る

法
人
、関
係
法
人
及
び
関
連
す
る
個
人（
い

ず
れ
も
事
業
所
を
含
む
。）
は
、
こ
れ
に

参
加
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

※�

こ
の
内
規
は
、
平
成
13
年
10
月
10
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

【
改
訂
案
】　

　

今
回
の
会
館
建
設（
設
計
監
理
、
建
築
、
新

会
館
の
物
品
）に
限
っ
て
、次
の
特
例
を
設
け
る
。

１�

．
入
札
参
加
業
者
は
、
21
年
度
ま
で
会
費
が

納
入
さ
れ
て
い
る
豊
島
法
人
会
員
と
す
る
。

２�

．
現
に
、
常
任
理
事
、
理
事
が
経
営
す
る
法

人
、
関
係
法
人
及
び
関
連
す
る
個
人
（
い
ず

れ
も
事
業
所
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

�

但
し
、
会
長
、
副
会
長
、
監
事
は
参
加
で
き

な
い
。

　

※�

こ
の
特
例
内
規
は
、
平
成
22
年
３
月
10
日

か
ら
施
行
す
る
。

３�

．
第
36
回
通
常
総
会
並
び
に
創
立
60
周
年
・

社
団
化
35
周
年
記
念
式
典（
案
）

歓
談
の
輪
が
広
が
る

豊
島
税
務
連
絡
協
議
会

賀
詞
交
歓
会

　

豊
島
区
内
の
税
務
協
力
６
団
体
が
、
一
同

に
会
し
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
当
番
会
で
あ
る
豊
島
青
色
申
告

会
、
小
國
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ

き
、
山
本
豊
島
税
務
署
長
、
吉
田
豊
島
都
税

事
務
所
長
、
高
野
豊
島
区
長
の
「
新
年
の
挨

拶
」
後
、
乾
杯
と
な
り
、
交
流
が
和
や
か
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
一
番
の
話
題
は
、
や
は
り
「
政

権
交
代
に
よ
る
景
気
の
状
況
」
で
あ
り
、

22
年
度
の
景
気
は
ど
う
な
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。豊

島
税
務
連
絡
協
議
会
は
、
左
記

６
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
社
）豊
島
青
色
申
告
会

豊
島
間
税
会

豊
島
酒
販
連
合
会

東
京
税
理
士
会
豊
島
支
部

豊
島
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

（
社
）豊
島
法
人
会

法 人 会 の 活 動 状 況



新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）89409

大きくなる風船に興味津々 多くの人が参加されました

鈴木会長（左から2人目）もテープカットに参加

▲豊島法人会ブース ▼子供のための科学教室

若手経営者座談会に池田青年部会相談役（右から2人目）も参加

千早図書館より鉄人28号の特別展示

池
袋
副
都
心
の
産
業
見
本
市

「
産
業
」と「
文
化
・
環
境
」の
融
合

�

３
月
11
日（
木
）〜
13
日（
土
）／
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館

第
３
回
と
し
ま
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ

　

豊
島
区
内
の
税
務
協
力
６
団
体
が
、
一
同

に
会
し
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
当
番
会
で
あ
る
豊
島
青
色
申
告

会
、
小
國
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ

き
、
山
本
豊
島
税
務
署
長
、
吉
田
豊
島
都
税

事
務
所
長
、
高
野
豊
島
区
長
の
「
新
年
の
挨

拶
」
後
、
乾
杯
と
な
り
、
交
流
が
和
や
か
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
一
番
の
話
題
は
、
や
は
り
「
政

権
交
代
に
よ
る
景
気
の
状
況
」
で
あ
り
、

22
年
度
の
景
気
は
ど
う
な
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。豊

島
税
務
連
絡
協
議
会
は
、
左
記

６
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
社
）豊
島
青
色
申
告
会

豊
島
間
税
会

豊
島
酒
販
連
合
会

東
京
税
理
士
会
豊
島
支
部

豊
島
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

（
社
）豊
島
法
人
会

　

今
年
も
３
月
11
日（
木
）～
13
日（
土
）
の
３

日
間
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
４
F

に
て
第
３
回
と
し
ま
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る「
も

の
づ
く
り
」を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

の
産
業
見
本
市
と
し
て
、
今
年
で
３
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

豊
島
区
は
平
成
20
年
に
「
豊
島
が
誇
る
確
か

な
技
術
、
文
化
を
育
む
環
境
」
が
評
価
さ
れ

「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」
と
し
て
文
化
庁
長
官

表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
産
業
」
と
「
文
化
・
環
境
」
の

融
合
を
テ
ー
マ
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
技
術
を
持
っ
た
た
く
さ
ん
の
企
業
の
出
展

が
あ
り
ま
し
た
。
出
展
企
業
数
は
86
社
と
な

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
若
手
経
営
者
座
談
会
で
当
法
人
会
、
青

年
部
会
の
池
田
相
談
役
が
パ
ネ
ラ
ー
を
勤
め

ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
多
く
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
日
本
の
伝
統
工
芸
「
彫
金
、
べ
っ
甲
、

友
禅
、
組
ひ
も
、
提
灯
」
の
体
験
や
当
法
人

会
提
供
の
「
子
供
の
た
め
の
科
学
教
室
」、「
科

学
の
不
思
議
体
験
」、「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
教
室
」、

「
布
製
マ
イ
バ
ッ
ク
の
製
作
」、
ビ
ジ
ネ
ス
相

談
会
と
し
て
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
、
出

張
ビ
ジ
ネ
ス
な
ん
で
も
相
談
、
省
エ
ネ
推
進

出
張
相
談
な
ど
が
行
わ
れ
盛
況
の
内
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
記
／
小
泉
裕
克
）
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会員増強に皆様のご協力をお願いします 10

上遠野統括官の判り易い講義

50名が熱心に聴講されていました

伊東佑浩氏

社会経済学者 齋藤精一郎氏の講演

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
講
座

会
長
に
伊
東
佑
浩
氏

�

２
月
26
日（
金
）／
測
量
地
質
健
保
会
館

２
月
18
日（
木
）／
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

印
紙
税
実
務
講
座

第
35
回
豊
島
優
申
会
定
時
総
会

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
豊
島
税
務
署
法
人
課

税
第
二
部
門
上か
と
お
の

遠
野
統
括
官
を
講
師
と
し

て
、
契
約
書
や
領
収
書
に
関
わ
る
印
紙
税
の

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は「
土
地
の
賃
借
権
の
設
定
に
関
す

る
契
約
書
・
請
負
に
関
す
る
契
約
書
・
継
続

的
取
引
の
基
本
と
な
る
契
約
書
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
契
約
に
つ
い
て
の
印
紙
税
額
を
判
り

易
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

60
名
を
超
え
る
会
員
が
出
席
し
、
平
成
21
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
・
監
査
報
告
、
平
成

22
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
、
役
員
改

選
案
、
規
約
改
正
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
役
員
改
選
で
、
伊
東
会
長
代
行
が
、

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
春
季
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
今
回

の
講
師
は
、
社
会
経
済
学
者
、
齋
藤
精
一
郎
氏

が
「
２
０
１
０
年　

ど
う
な
る
日
本
経
済
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
50
名
の
出
席
者
で
、
多
く
の
質
疑

も
あ
り
会
員
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

豊島法人会報に広告を掲載してみませんか
企業のPRに是非ご利用ください。

詳しくは法人会事務局までお問合せください。
お問合せ／豊島法人会事務局　TEL3985-8940（担当：市川）

〈広　告　募　集〉

法 人 会 の 活 動 状 況



新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894011

活発なグループディスカッションが行われた

社
会
貢
献
委
員
会

２
月
17
日（
水
）〜
３
月
１
日（
水
）／
池
袋
駅
西
口

池袋駅周辺で呼びかけ（写真提供：豊島区）

東
法
連
広
報
研
修
会
開
催

広
報
委
員
会�

３
月
２
日（
火
）／
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門

東
法
連
広
報
研
修
会

　

東
京
法
人
会
連
合
会
で
は
広
報
活
動
の
充

実
を
目
的
と
し
て
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
広
報
活
動
の
状
況
、
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
東
京
の
各
法
人
会
の

参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

豊
島
法
人
会
か
ら
は
広
報
委
員
１
名
と
事

務
局
１
名
の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
10
名

が
１
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
７
テ
ー
ブ
ル
に
分

か
れ
て
の
研
修
会
。
東
法
連
副
会
長
で
あ
り
、

広
報
委
員
長
の
金
子
收
氏
に
よ
る
挨
拶
が
あ

り
、
さ
っ
そ
く
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
入
り
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
報
を

持
参
し
て
、
全
員
に
配
ら
れ
、
会
報
制
作
に

あ
た
っ
て
の
ご
苦
労
や
、
現
況
を
発
表
、
そ

し
て
グ
ル
ー
プ
の
感
想
や
質
問
に
も
応
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

豊
島
の
会
報
は
全
員
か
ら
た
い
へ
ん
高
い

評
価
を
受
け
、
特
に
表
紙
の
写
真
は
感
銘

を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
会
報
制

作
に
お
い
て
は
会
員
自
ら
の
手
に
依
る
も
の

で
、
こ
の
よ
う
な
会
報
に
な
る
ま
で
に
は
、

努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
り
、
お
褒
め
の
言
葉

は
嬉
し
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
増
強
と
会
員
数
減
少
の
問

題
、
広
報
誌
に
お
け
る
広
告
に
関
し
て
の

取
り
組
み
方
や
、
出
席
者
の
関
心
の
高
い
議

題
と
し
て
、
今
後
の
公
益
法
人
に
向
け
て
の

会
報
の
方
向
性
の
見
解
な
ど
活
発
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
労
話

や
、
地
域
に
お
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
話
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
は
都
内
の
広
報
委
員
同

士
の
和
や
か
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
、
と
り
行

わ
れ
ま
し
た
。�

（
記
／
田
近
富
江
）

池
袋
を
ク
リ
ー
ン
に

　

豊
島
区
清
掃
環
境
部
環
境
課
の
依
頼
に
応

じ
て
、
今
回
も
社
会
貢
献
委
員（
延
べ
18
名
）

が
、
池
袋
駅
周
辺
の
通
行
人
へ
の
呼
び
か
け
、

清
掃
及
び
携
帯
ゴ
ミ
袋
の
配
布
等
、
喫
煙
マ

ナ
ー
の
向
上
や
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「労働保険年度更新手続期間の変更」について
　平成20年度まで労働保険の年度更新手続きは、

4月1日から法定期限の 5月20日までの間に実施

しておりましたが、平成21年度より 6月1日から

法定期限の 7月10日までに変更されました。

　平成22年度につきましては、7月12日（7月10日・

11日が閉庁日）までとなります。

●労働保険に関する問い合わせ等については

〒102-8307　千代田区九段南1-2-1
九段第3合同庁舎12階
東京労働局　労働保険徴収部　適用課
TEL　03-3512-1628
FAX　03-3512-1563
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会員増強に皆様のご協力をお願いします 12

法人会事務局会議室での実技講習

高野区長を通じ寄贈いたしました

「
救
命
講
習
会
」に
参
加
し
て

豊
島
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈

経
営
研
究
会�

１
月
26
日（
火
）／
法
人
会
事
務
局
会
議
室

青
年
部
会�

３
月
４
日（
木
）／
豊
島
区
役
所

救
命
講
習
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
金
寄
贈

　

経
営
研
究
会
は
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し

て
１
月
26
日（
火
）に
豊
島
法
人
会
事
務
局
会
議

室
に
お
い
て（
財
）東
京
救
急
協
会
よ
り
講
師
を

招
き「
救
命
講
習
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

平
日
の
13
：
00
～
16
：
00
と
い
う
時
間
帯
に

関
わ
ら
ず
14
名
が
参
加
、
心
肺
停
止
し
た
方
を

救
命
す
る
た
め
の「
人
工
呼
吸
」、「
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
」
そ
し
て「
A
E
D
に
よ
る
除
細
動
」
の

行
い
方
を
参
加
者
全
員
が
額
に
汗
を
流
し
な
が

ら
実
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
救
急
車
が
要
請

を
う
け
て
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
は
、

全
国
平
均
で
６
～
７
分
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
に
つ
づ
き
、
青
年
部
会
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
暑
気
払
い
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
を
寄
贈
す

る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
豊
島
区
社
会
福
祉

協
議
会
を
３
月
４
日
に
訪
問
し
、
同
会
会
長

の
高
野
之
夫
豊
島
区
長
と
二
ノ
宮
富
枝
常
務

理
事
事
務
局
長
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
高
野

区
長
は
、
議
会
の
初
日
の
多
忙
な
中
、
時
間

突
然
の
事
故
や
病
気
な
ど
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う

な
現
場
に
遭
遇
し
た
と
き
、
救
急
車
の
到
着
迄

に
行
う
救
命
処
置
と
し
て

1�

．
心
肺
停
止
し
た
人
を
救
命
す
る
早
い
心
肺

蘇
生

２�

．
気
道
に
食
べ
物
な
ど
の
異
物
を
詰
ま
ら
せ

た
窒
息
の
傷
病
者
に
行
う
気
道
異
物
除
去

３�
．
外
傷
に
よ
り
出
血
し
て
い
る
傷
病
者
に
行

う
止
血
法

の
３
点
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
他
人
を
救
お
う
と
す
る
社
会
が
自
分
を
救

う
」　

す
な
わ
ち
、
傷
病
者
が
発
生
し
た
と
き
、

放
置
す
る
こ
と
な
く
、
誰
か
が
す
ぐ
に
応
急
手

当
を
行
う
よ
う
な
社
会
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
応
急
手
当

の
正
し
い
知
識
と
技
術
を
お
ぼ
え
、
実
行
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

他
人
を
助
け
る
尊
い
心
が
応
急
手
当
の
原
点

で
あ
る
事
を
学
び
、
講
習
会
終
了
後
、
参
加
者

か
ら
は「
救
命
講
習
」
を
受
講
し
て
良
か
っ
た
、

他
の
部
会
等
で
も
是
非「
救
命
講
習
会
」を
実
施

し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
大
勢
の
方
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
が
応
急

手
当
の
知
識
と
技
術
を
覚
え
る
事
の
必
要
性
、

そ
の
為
の
啓
蒙
活
動
を
今
後
も
勧
め
て
ま
い
り

た
い
と
確
認
し
散
会
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
参
加
者
全
員
に
東
京
消
防
庁
発
行
の

「
救
命
技
能
認
定
証
」を
頂
き
ま
し
た
。

�

（
記
／
小
松
岩
夫
）

を
割
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

区
長
と
の
懇
談
の
な
か
で
、
新
区
庁
舎
の

設
計
に
関
す
る
お
話
や
３
月
11
日
か
ら
３
日

間
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て
開
催
さ
れ
る

「
第
３
回
と
し
ま
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
」に
お

い
て
、
独
立
行
政
法
人
造
幣
局
東
京
支
局
よ

り
限
定
記
念
硬
貨
が
発
行
さ
れ
る
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
青
年

部
会
が
先
日
研
修
を
終
え

た
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
の
企

業
訪
問
の
事
情
を
報
告
し

た
こ
と
を
通
じ
て
、
や
は

り
地
域
が
活
性
化
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
地
域
の
構

成
員
た
る
企
業
の
活
性
化

が
必
要
と
の
認
識
を
共
有

し
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
若
手

経
営
者
と
の
懇
談
を
持
ち

ま
し
ょ
う
と
の
お
話
を
い

た
だ
き
訪
問
を
終
え
ま

し
た
。

�

（
記
／
加
古
博
昭
）
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新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894013

レオンカワールド株式会社の皆様と

ミヤマエレクトリック社にて

人
も
天
気
も
暖
か
か
っ
た
バ
ン
コ
ク

青
年
部
会�

２
月
11
日（
木
）〜
14
日（
日
）／
タ
イ　

バ
ン
コ
ク

海
外
研
修

　

２
月
11
日（
木
）、
加
古
部
会
長
以
下
７
名
で

海
外
研
修
に
出
発
し
ま
し
た
。
バ
ン
コ
ク
ま
で

約
６
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
。
時
差
は
日
本
時
間
か

ら
ち
ょ
う
ど
２
時
間
引
く
だ
け
で
わ
か
り
や
す

く
、
日
本
と
の
電
話
連
絡
も
容
易
で
し
た
。

　

初
日
は
バ
ン
コ
ク
へ
の
移
動
と
夕
食
。
２
日

目
の
12
日（
金
）は
企
業
見
学
へ
。

　

ま
ず
、
カ
ツ
ラ
製
造
の
レ
オ
ン
カ
ワ
ー
ル
ド

株
式
会
社
様
。
日
本
の
フ
ェ
ザ
ー
社
の
子
会
社

で
、
日
本
人
は
フ
ェ
ザ
ー
社
か
ら
出
向
の
４
名

の
み
、
従
業
員
３
６
０
名
の
ほ
と
ん
ど
を
現
地

で
社
員
雇
用
し
て
い
る
企
業
様
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
従
業
員
の
方
に
出
迎
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

も
う
20
年
も
バ
ン
コ
ク
に
駐
在
さ
れ
て
い
る

上
田
様
に
企
業
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
工
場
の

隅
々
ま
で
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ツ

ラ
も
幅
が
広
く
、
部
分
カ
ツ
ラ
よ
り
も
医
療
用

の
カ
ツ
ラ
が
中
心
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ガ
ン

な
ど
で
頭
髪
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
方
な
ど
が
利

用
す
る
カ
ツ
ラ
で
す
。「
頭
髪
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
お
子
さ
ん
は
本
当
に
か
わ
い
そ
う
で
、
安
く

供
給
し
た
い
け
れ
ど
も
医
療
用
の
カ
ツ
ラ
は
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
の
で
辛
い
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。
製
造
は
基
本
的
に
手
作
業
で
、

機
械
と
い
え
ば
専
用
の
ミ
シ
ン
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
途
中
で「SPECIA

L

」と
記
載
さ
れ

た
部
屋
へ
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
工
場
全
体
と
し

て
は
製
造
過
程
を
分
担
し
流
れ
作
業
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
部
屋
の
10
数
名
は
全
行
程
を

１
人
で
対
応
で
き
、
特
注
用
の
技
術
者
の
方
で

す
。
そ
の
人
の
頭
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
丸
く
し

た
人
工
頭
皮
が
あ
り
、
細
か
い
網
の
目
状
に
な

っ
て
い
ま
す
。
提
供
さ
れ
て
い
る
本
人
の
髪
の

毛
と
同
じ
よ
う
な
髪
の
毛
を
そ
こ
に
一
本
一
本

通
し
て
い
く
作
業
の
手
速
さ
と
い
っ
た
ら
感
動

的
で
し
た
。
後
ろ
に
立
っ
て
覗
か
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
手
元
で
ど
の
よ
う
に
し
て
髪

の
毛
を
結
ん
で
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
ぐ
ら

い
の
速
さ
で
す
。
見
学
し
て
い
た
私
た
ち
か
ら

は
誰
か
ら
と
も
な
く「
こ
れ
は
で
き
な
い
な
あ
」

と
い
う
声
が
。

　

工
場
見
学
後
に
質
疑
応
答
。
雇
用
関
係
で
は
、

男
性
よ
り
も
女
性
が
ま
じ
め
と
考
え
て
い
る
の

で
カ
ツ
ラ
製
造
は
全
部
女
性
で
行
っ
て
い
る
こ

と
、
た
だ
し
女
性
同
士
で
恋
愛
問
題
が
発
生
す

る
こ
と
、
社
員
で
は
あ
る
が
日
給
計
算
に
し
て

い
る
こ
と（
月
給
計
算
に
す
る
と
出
勤
率
が
下
が

る
た
め
）、W

arning Letter

（
サ
ッ
カ
ー
の
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
）が
３
枚
た
ま
っ

た
ら
解
雇
で
き
る
契
約
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

経
営
関
係
で
は
、
手
間
を
省
く
た
め
に
社
内

で
通
関
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と（
本
来

は
規
模
的
に
無
理
）、
為
替
の
変
動
な
ど
の
要
因

は
国
内
の
利
益
誘
導
を
よ
く
見
て
い
る
と
察
す

る
こ
と
が
で
き
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
こ
の
国
に
根
付
い
た

企
業
で
あ
る
こ
と
に
大
変
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
朝
と
れ
た
て
の
マ
ン
ゴ
を
食
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
か
ら
は
全
国
の
法
人

会
の
活
動
、
豊
島
法
人
会
青
年
部
の
活
動
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
が
長
く
な
っ
て
昼
食
の
時
間
が
な

く
な
り
、
移
動
の
バ
ス
の
中
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

を
食
べ
な
が
ら
、
次
の
ミ
ヤ
マ
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

ホ
ン
ダ
車
を
除
く
国
産
車
の
運
転
席
上
部
の

電
気
の
ス
イ
ッ
チ
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
企
業

様
で
、
青
年
部
の
有
賀
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
度
は
一
転
し
て
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
工
場
で
、
従
業
員
の
方
は
男

性
が
中
心
で
し
た
。
舘
野
様
か
ら
工
業
団
地
、

貸
し
工
場
、
人
の
確
保
な
ど
様
々
な
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
社
の
見
学
で
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

将
来
青
年
部
の
中
か
ら
バ
ン
コ
ク
に
進
出
す
る

よ
う
な
方
が
出
て
き
た
場
合
は
、
さ
ら
に
有
意

義
だ
っ
た
と
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

13
日（
土
）は
観
光
に
あ
て
、
14
日（
日
）の
夜

の
飛
行
機
で
全
員
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
で
は
現
地
の
ガ
イ
ド
の
方
の

説
明
で
遺
跡
の
意
味
を
知
り
、
寺
院
の
見
学

で
は
タ
イ
の
方
の
信
仰
の
強
さ
を
知
り
、
仕
事

の
面
以
外
で
も
知
識
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
は
豊
島
法
人
会
青
年
部
の
海
外
研
修
に
初

め
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
が
、
大
変
有
意
義
で

し
た
。
次
回
は
も
っ
と
多
く
の
方
と
研
修
の
時

間
を
共
有
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

�

（
記
・
写
真
／
五
日
市
文
雄
）
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鎗田統括官による講演

会場がひとつになった新春交流会

大入り袋と郵便切手▶

■
第
１
部　

税
務
研
修
会

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
初
め
て
の
税
務
研
修
会

は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
北
川

副
署
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
鎗
田
統
括
官
を
お
迎
え
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
卓
上
に
は
鎗
田
統
括
官
か

ら「
大
入
袋
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
初

春
ら
し
く
華
や
か
な
会
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

税
制
史
は
、
日
本
経
済
の

歴
史
、
国
の
歴
史
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
税
の
歴
史

は
、
ま
ず
江
戸
時
代
に
年
貢

を
米
で
納
め
る
制
度
が
は
じ

れ
た
税
体
系
の
構
築
に
繋
が
れ
た
と
言
え
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

講
話
の
内
容
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
し

た
が
、
鎗
田
統
括
官
の
巧
み
な
話
術
で
盛
り
上

が
り
、
予
定
し
て
い
た
50
分
で
は
足
り
な
い
く

ら
い
に
経
過
し
、
税
制
史
、
経
済
史
と
共
に
、

国
の
歴
史
を
も
同
時
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

鎗
田
統
括
官
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
よ
り
、
広

く
切
手
収
集
を
始
め
ら
れ
、
収
入
印
紙
は
成
人

さ
れ
て
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
参
考
資
料
に
ご
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、
昭
和
23
年
11
月
発
行
菱
川
師

宣
（
日
本
で
初
め
て
の
浮
世
絵
師
と
言
わ
れ
、

日
本
女
性
の
美
し
い
姿
を
描
い
て
い
る
こ
と

で
有
名
）
画
の
「
見
返
り
美
人
」
切
手
は
そ
の

一
部
で
す
。
講
義
の
締
め
く
く
り
は
「
皆
様
、

ち
ょ
っ
と
後
ろ
を
振
り
向
い
て
下
さ
い
」
と
言

わ
れ
、
「
ど
き
っ
」
と
さ
せ
ら
れ
た
粋
な
計
ら

い
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

■
第
２
部　

新
春
交
流
会

　

会
場
を「
セ
レ
ナ
ー
デ
」に
移
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
華
や
か
な
会
場
は
、
女
性
に
は
心
地
よ

く
落
ち
着
け
る
雰
囲
気
で
満
足
さ
せ
て
く
れ
る

も
の
で
し
た
。

　

大
石
部
会
長
、
南
山
副
会
長
は
混
迷
の
経
済

状
況
の
中
、
健
康
に
留
意
し
、
知
恵
と
努
力
で

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
新
年
の
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。
乾
杯
の
ご
発
声
は
中
山
顧
問
に

よ
り
行
わ
れ
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

楽
し
い
交
流
会
が
始
ま
り
、
次
々
と
運
ば
れ
る

美
味
し
い
お
料
理
に
、
会
話
も
弾
み
、
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
６
年
か
ら
行
わ
れ
た
地
租
改
正
で
年
貢

は
金
銭
で
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
い
で

明
治
８
年
に
は
、
国
税
と
地
方
税
に
整
理
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
郵
便
料
を
税
金
と
し

た
と
さ
れ
ま
す（
郵
便
税
）。
明
治
20
年
に
は
所

得
税
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
納
税
者
が
極
め

て
少
な
く
、「
名
誉
税
」
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
で
し

た
。
明
治
29
年
、
全
国
に
23

の
税
務
管
理
局
と
５
２
０
の

税
務
署
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
公
平
な
税
制
が
執

行
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
と

言
え
ま
す
。

　

大
正
期
に
は
、
関
東
大
震

災
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

風
潮
の
中
、
少
額
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
税
制
、

税
務
相
談
部
の
開
設
な
ど
、
税
務
行
政
の
民
主

化
が
図
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
15
年
に
は
、
源
泉
徴
収
制
度
が
導
入
さ

れ
、
ま
た
所
得
税
か
ら
独
立
し
て
、
法
人
税
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
24
年
に
は
、
国
税
庁

が
発
足
、
青
色
申
告
制
度
の
導
入
は
翌
25
年
で

し
た
。
平
成
元
年
、
消
費
全
般
に
広
く
負
担
を

求
め
る
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
「
東
京
大
衆
歌
謡
楽

団
」
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
。
若
い
男
性
ト
リ

オ
に
よ
る
も
の
で
、
彼
ら
は
昭
和
歌
謡
「
青
い

山
脈
」
「
東
京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
等
を
次
々
と

唄
い
、
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
、
心
地
よ
さ
を
覚
え
る
リ
ズ
ム
に
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
手
拍
子
が
起
き
、
口
ず
さ
む
人
も

い
て
、
会
場
が
み
る
み
る
一
つ
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
３
回
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
快
く
応
じ

て
い
た
だ
き
、
盛
り
上
が
っ
た
バ
ン
ド
シ
ョ
ー

は
、
彼
ら
青
年
の
力
強
い
歌
声
と
雄
姿
を
、
私

た
ち
の
脳
裏
に
刻
み
つ
け
、
終
演
と
な
り
、
会

場
を
後
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

定
刻
を
迎
え
、
遠
藤
副
部
会
長
の
閉
会
の
挨

拶
で
お
開
き
と
な
り
、
楽
し
く
過
ご
し
た
ひ
と

と
き
は
、
よ
り
繋
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
新
春
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
／
田
近
富
江
）

郵
便
切
手
・
収
入
印
紙
に
見
る
税
制
史

　
　
　

～
見
返
り
美
人
を
探
せ
～

女
性
部
会�

１
月
19
日（
火
）／
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京

税
務
研
修
会
・
新
春
交
流
会
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和のおもてなしの心
　

新
年
を
迎
え
、
目
白
庭
園
赤
鳥
庵
に
て「
初

釜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
会
計
幹
事
が

表
千
家
師
範
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
き
っ
か

け
で
始
ま
っ
た
こ
の
催
し
は
、
今
年
で
４
回
目

を
数
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
目
白
庭
園
を
ご
存
じ
無
い
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
先
に
ご
案
内
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
は
、
公
立
学
校
共

済
組
合
住
宅
跡
地
に
平
成
２
年
に
開
園
さ
れ
た

庭
園
で
、
国
際
化
・
都
市
化
し
て
行
く
豊
島
区

で
自
然
と
伝
統
文
化
に
親
し
む
為
に
造
ら
れ
た

区
の
施
設
で
す
。
約
８
６
０
坪
の
敷
地
に
回
遊

式
の
日
本
庭
園
と
、
京
都
の
北
山
杉
を
用
い
た

数
寄
屋
づ
く
り
の
赤
鳥
庵
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

嬉
し
い
こ
と
に
庭
園
の
入
園
料
は
無
料
で
す
。

ま
だ
20
年
と
い
う
歴
史
の
浅
さ
に
驚
き
ま
す
が
、

そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
趣
の
あ
る
場
所
で
す
。

　

上
品
な
築つ
い
じ
べ
い

地
塀
の
先
に
あ
る
長
屋
門
を
く
ぐ

る
と
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
庭
が
広
が
っ
て
い

て
、
初
釜
当
日
は
寒
椿
と
紅
梅
が
我
々
を
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
紅
色
に
真
冬
の
ピ
ン

と
張
っ
た
空
気
が
少
し
和
ら
い
だ
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
題
の
初
釜
で
す
が
、
今
年
も
ゲ
ス

ト
で
南
山
副
会
長
の
奥
様
と
お
嬢
様
が
参
加
さ

れ
、
田
近
副
部
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り「
大

石
部
会
長
お
点
前
の
薄
茶
席
」「
会
食
の
点
心

席
」そ
し
て「
門
川
幹
事
お
点
前
の
薄
茶
席
」の

三
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
も
増
し

て
盛
装
の
部
会
員
が
多
く
、
洋
服
で
は
ダ
ー
ク

な
色
調
が
多
く
な
る
冬
の
時
期
に
、
と
て
も
あ

で
や
か
な
和
の
華
が
咲
き
ま
し
た
。

　

室し
つ
ら
い礼（

※
）
は
、
新
春
ら
し
く
花
材
は
水
仙
と

椿
、
香
合
は
干
支
の
虎
。
お
茶
碗
は
梅
の
花
、

お
菓
子
は
花
び
ら
餅
が
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
炭
を
お
こ
す
作
法
の『
炭

点
前
』
か
ら
始
ま
る
そ
う
で
す
が
、
田
中
師
範

は「
女
性
部
会
の
初
釜
は
そ
の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
」
と
、
作
法
を
知
ら

な
い
部
会
員
で
も
楽
し
め
る
場
に
し
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
茶
道
の
心
得
の
な
い
私
が
初
め
て
参

加
し
た
時
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
動
作
が
機
械

的
で
と
て
も
堅
苦
し
く
思
え
、
楽
し
む
ど
こ
ろ

か
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
回
を
重

ね
、
こ
う
し
て
記
事
を
書
く
度
に
茶
道
と
は
？

と
調
べ
て
い
く
と
、
お
点
前
と
は
客
人
を
気
持

ち
よ
く
も
て
な
す
た
め
の
合
理
的
な
美
し
い
作

法
で
あ
り
、
千
利
休
が
説
い
た
教
え
の「
茶
は

服
の
よ
き
よ
う
に
点
て　

炭
は
湯
の
沸
く
よ
う

に
置
き　

冬
は
暖
か
く
夏
は
涼
し
く　

花
は
野

に
あ
る
よ
う
に
入
れ　

刻
限
は
早
め
に　

降
ら

ず
と
も
雨
具
の
用
意　

相
客
に
心
せ
よ
」
は
、

ま
さ
に
田
中
師
範
が
口
に
し
た
お
も
て
な
し
の

心
に
通
じ
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
。

　

点
心
席
で
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
交
流
の

場
が
持
て
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
楽
し
く
素
敵
な

催
し
で
す
か
ら
、
お
作
法
を
知
ら
な
い
方
に
こ

そ
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
初
釜
で
す
。

�

（
記
／
坂
巻
公
美
子
）

大石部会長（右）のお点前と渡利会計幹事（左）の半東（※）

門川幹事（右）のお点前と阿部昭幹事（左）の半東

寒梅と紅梅が咲く目白庭園にて

初釜女性部会
１月28日（水）／目白庭園赤鳥庵

和のおもてなしの心

室
礼=�

設（
し
つ
ら
）え
に
同
じ
。
調
度
類
を
配
置

し
て
室
内
の
装
飾
を
す
る
こ
と
。
用
意
。

準
備
。

半
東=�

は
ん
と
う
。
茶
の
湯
で
亭
主
を
補
助
し
、

茶
事
の
手
助
け
を
す
る
存
在
。お
茶
が
入
っ

た
ら
お
茶
碗
を
運
ん
だ
り
、
お
客
へ
の
挨

拶
を
し
た
り
、
お
道
具
の
説
明
を
し
た
り
、

い
わ
ば
司
会
の
よ
う
な
役
を
す
る
人
。

※

法 人 会 の 活 動 状 況
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北川副署長の税についての講演

展示された絵画

挨拶する城西学園東谷校長

税
あ
れ
こ
れ

城
西
学
園
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

開
館
式

東
池
袋
南
池
袋
・
東
池
袋
上
池
袋
・
池
袋
西
口
ブ
ロ
ッ
ク
合
同�

２
月
９
日（
火
）／
東
京
信
用
金
庫
本
店

長
崎
ブ
ロ
ッ
ク�

２
月
９
日（
火
）／
城
西
学
園

３
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
税
務
研
修
会

　

東
池
袋
南
池
袋
・
東
池
袋
上
池
袋
・
池
袋

西
口
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
で
豊
島
税
務
署
の

北
川
副
署
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
税
あ

れ
こ
れ
」
の
演
題
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
川
副
署
長
は
、
申
告
納
税
制
度
を
支
え

る
二
本
柱
と
し
て
、「
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
」

「
適
正
・
公
平
な
税
務
行
政
の
推
進
」
を
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

納
税
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
一
つ
は
、

「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
納
税
者
利
便
の
向
上
」

で
あ
り
、
次
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
．�

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
の
推
進

　

２
．
確
定
申
告
書
の
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

３
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

二
つ
目
は
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
提
供
」
と
し
て
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
。
最
後
の
、「
事
務
の
簡
素
化
・
効

率
化
」
に
つ
い
て
は
、
税
務
相
談
の
集
中

化
、
納
税
者
窓
口
関
係
事
務
の
一
本
化
（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
）
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

適
正
・
公
平
な
税
務
行
政
の
推
進
で
は
、

調
査
事
務
の
充
実
、
徴
収
事
務
の
充
実
を
あ

　

平
成
22
年
２
月
９
日
、
豊
島
区
千
早
に

あ
る
城
西
学
園
に
お
い
て
池
袋
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
館
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
椎

名
町
に
縁
の
あ
る
画
家
た
ち
の
絵
を
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
の
島
田
ブ
ロ
ッ

ク
長
、
西
島
ブ
ロ
ッ
ク
相
談
役
、
南
山
副
会

長
が
列
席
し
、
開
設
に
あ
た
っ
て
の
説
明
を

受
け
、
展
示
さ
れ
た
絵
画
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑

賞
し
、
そ
の
文
化
的
財
産
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
は
常
設
で
す
の
で
、
皆
様
方
も

お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

（
記
・
写
真
／
南
山
幸
弘
）

げ
ら
れ
、
ご
自
身
が
経
験
さ
れ
た
「
税
務
調

査
」
の
話
も
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
川
副
署
長
は
、
最
後
に
豊
島
税
務
連
絡

協
議
会
の
一
員
で
あ
る
豊
島
法
人
会
に
は
、

税
務
行
政
へ
の
ご
協
力
及
び
地
域
社
会
へ
の

貢
献
に
、
ま
す
ま
す
ご
期
待
す
る
と
話
を
結

び
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
は
、
場
所
を
池
袋
第
１
イ
ン
２

階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ピ
ノ
」
に
移
し
、
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
席
者
は
、
66
名
で
し
た
。

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス

昭
和
の
始
め
か
ら
戦
争
頃
ま
で
、
豊
島
区
西

池
袋
周
辺
に
画
家
、
音
楽
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
芸
術
家
が
集
い
、
い
く
つ
も
の
ア

ト
リ
エ
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
詩
人
の
小
熊

秀
雄
が
世
界
の
芸
術
の
中
心
で
あ
っ
た
パ

リ
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
地
区
に
そ
の
名
を
あ
や

か
っ
て
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
」
と
名
付
け
ま

し
た
。
無
名
で
貧
困
生
活
を
送
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
夢
多
き
画
家
や
芸
術
家
た
ち

の
集
ま
り
で
し
た
。

法 人 会 の 活 動 状 況



新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894017

目白ロードレース
2010.3.7

目白ロードレース第
13
回

2010.3.7 日

◇主　催／目白ロードレース実行委員会

◇主　管／豊島区陸上競技協会

◇後　援／豊島区・豊島区教育委員会・

　　　　　社団法人豊島法人会他

◇協　力／㈱アールビーズ

記／松尾和代子

　小雨もようの天候でしたが、今回も 1,200名あまりのランナーが参加し ､9種目を競いました。税務署からも

20名が出場して、背に e-Tax の文字で PR しました。はじめの親子レースから、応援の人たちも熱気を帯びて、

フィニッシュめがける真剣な顔、走りに声をかけます。シューズにとりつけた計測用チップで、各自のタイムと

順位が出るので、出場者には励みのひとつになってい

るようです。

　会場では、とん汁、バナナ、綿アメなどがふるまわ

れました。高田ブロックは貴重品預かり等、レース運

営の一端を担い、法人会の PR にもなりました。

親子レース

小雨もようの中、激走

高田ブロックからも運営のお手伝い 税務署職員も走ってe-TaxをPR

小学生の部
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満開の桜

上池袋支部も協賛として参加

多くの人で賑わいました

中学校を借りて下準備
万全の協力体制▶ 　

西
巣
鴨
中
学
校
の
家
庭
科
教
室
で
下
準
備

を
す
る
方
々
、
会
場
の
設
営
を
す
る
方
々
や

当
日
の
運
営
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
が
、
商

店
会
・
町
会
・
法
人
会
一
丸
と
な
っ
て
、
万

全
の
協
力
体
制
で
臨
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
の

大
成
功
の
結
果
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
、
地
域
の
皆
様
の
心
の
中
に

「
満
開
の
花
」
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
記
・
写
真
／
嶋
崎　

修
）

地
域
に
と
け
こ
ん
だ
事
業

恒
例
の
桜
ま
つ
り
第
11
回
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

上
池
袋
支
部�

４
月
４
日（
日
）／
上
池
袋
さ
く
ら
公
園

大
塚
西
巣
鴨
ブ
ロ
ッ
ク�

３
月
26
日（
金
）
／
南
大
塚
桜
通
り

上
池
袋
さ
く
ら
公
園
さ
く
ら
祭
り

南
大
塚
桜
ま
つ
り

　

満
開
の
桜
の
中
、
午
前
11
時
に
「
さ
く
ら

祭
り
」
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
や
や
寒
い
天

気
で
あ
り
ま
し
た
が
、
開
会
と
同
時
に
多
く

の
方
が
公
園
を
訪
れ
、
午
後
２
時
ま
で
の
限

ら
れ
た
時
間
の
中
、
み
な
さ
ん
思
い
思
い
に

「
春
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

上
池
袋
支
部
で
は
、
毎
回
役
員
が
、
支
部

会
員
に
「
飲
み
物
引
換
券
」
を
配
り
、
参
加

を
呼
び
か
け
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
、

　

毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
南
大
塚

桜
ま
つ
り
が
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
桜
が
ま
だ
三
分
咲
き
程
度
で
少

し
肌
寒
く
、
決
し
て
良
い
お
日
柄
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
開
催
地
と
な
っ
た
西
巣
鴨
中

学
校
横
桜
並
木
通
り
に
は
多
数
の
方
々
が
詰

め
か
け
、
用
意
さ
れ
た「
お
で
ん
」「
と
ん
汁
」

６
０
０
人
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と
な
る

大
盛
況
で
し
た
。今
や
地
域
に
し
っ

か
り
と
根
ざ
し
定
着
し
、
大
好

評
を
博
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
引
換
券
を
片
手
に
多
く
の
会
員
の
皆
様

が
、
公
園
の
一
角
に
設
置
し
た
「
上
池
袋
コ
ー

ナ
ー
」
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
桜
祭
り
」
は
、
地
元
町
会
の
主
催

で
あ
る
が
、
夏
の
「
盆
お
ど
り
」
と
あ
わ
せ

て
上
池
袋
支
部
で
は
協
賛
し
、
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
法
人
会
活
動
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

法 人 会 の 活 動 状 況



新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894019

法人会館建設について

─会館建設予定地─
豊島区池袋2丁目1041番21

〈206.17㎡〉

劇
場
通
り

赤札堂

ロサ会館セブンイレブン

丸井
ビックカメラ

西口五差路 池
袋
駅

西
口

至
大
塚

事
務
局

豊島法人会館
建設予定地

池袋郵便局
トキワ通り

豊島法人会館の建設に向けて
社団法人豊島法人会
会長 鈴木 孝雄

　平素から、当会の事業にご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　豊島法人会では、現在、公益社団法人の認定に向けて定款、各規約、事業などの見直し・調
整を行っているところです。
　しかし、会員減少に伴う会費収入の減少、簡易保険手数料収入の減少、法人会厚生制度収入
の減少など法人会の財政は、厳しくなってきております。
　そのような状況の中で、従来から積み立ててまいりました「会館建設積立引当預金」を取り崩
し、理事会（平成21年９月16日開催）の承認のもと、昨年11月に「会館建設用地」を購入いたし
ました。
　平成22年度は、その用地に法人会館を建設いた
します。
　会館を建設することにより、法人会のより一層の
公益性のＰＲ、従来のビル賃貸料削減・イベント会
場費の削減、法人会事業の活性化、地域と会館をと
おしての交流・連携強化などが期待されます。
　会員皆様方には、上記主旨をご理解のうえ、会館
建設を含め、法人会にご協力・ご鞭撻をお願い申し
上げます。

　平素から、当会の事業にご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　さて、当会では長年の希望でありました「法人会館」を、平成22年度に建設することと
なりました。
　つきましては、法人会館設計監理を、「設計監理」等を経営されている豊島法人会員の
多くの方からアイデアをだしていただき、競技方式で決定したいと考えております。
皆様のご参加をお待ち申し上げます。
　今回の競技方式に参加ご希望の方には、「社団法人豊島法人会会館　設計監理実施要領」
を郵送いたしますので、会報に同封してあります「社団法人豊島法人会館　競技設計参加
申込書」に、ご記入の上、下記までお申し込み下さい。

「会館設計監理実施要領」申込み締切日

５月13日（木）／午後５時
◇要領申込先──────────────
〒171-0014　豊島区池袋2-55-2　鈴木ビル
社団法人 豊島法人会（担当　山口）
電話：3985-8940　FAX：3985-5718

「豊島法人会館」設計監理会社の募集 社団法人豊島法人会
会長　鈴木 孝雄

法 人 会 の 活 動 状 況
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 法人事業税・地方法人特別税・法人都民税 事業所税（23 区内） 
 固定資産税（償却資産）

（23 区内） 

電子申告 

○予定申告      ○中間申告 

○確定申告      ○均等割申告 

○清算確定申告    ○修正申告 など 

○納付申告  ○修正申告 

○免税点以下申告 

○事業所用家屋貸付等申告 

○償却資産申告 

電子申請 

・届出 

○法人設立・設置届出 ○異動届出 

○法人事業税減免申請 

○法人税に係る確定申告書又は連結確定申告書

の提出期限の延長の処分等の届出 

○申告書の提出期限の延長の承認申請 

○法人税に係る連結納税の承認等の届出 

○事業所等新設・廃止 

○事業所税減免申請 

○みなし共同事業に関する明細 

――――――― 

電子納税 
○本税の納付     ○見込納付 

○加算金の納付    ○延滞金の納付 

○本税の納付 ○延滞金の納付 

○加算金の納付 
――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

            

    

    

    

◆縦覧期間  平成 22 年 4 月 1日（木）から 6月 30 日（水）まで（土・日・祝日を除く） 

◆縦覧時間  午前 9時から午後 5 時まで 

  ◆縦覧場所   土地・家屋が所在する区にある都税事務所 

＜縦覧できる方＞ 

平成 22 年 1 月 1日現在、当該区内に土地・家屋を所有する納税者
．．．

の方 

＜縦覧できる内容＞ 
当該区内で課税されている土地・家屋の価格など(縦覧帳簿） 

  ＜本人確認について＞ 
   本人へのなりすましによる不正な閲覧を防止するため、窓口の本人確認 

手続きを厳格に行っております。詳しくは当所へお問い合わせください。 
（（（（注注注注））））平成平成平成平成 22222222 年度年度年度年度のののの納税通知書納税通知書納税通知書納税通知書はははは、、、、6666 月月月月 1111 日日日日（（（（火火火火））））にににに発送予定発送予定発送予定発送予定ですですですです。。。。    

    

◎◎◎◎ 都 税 事 務 所都 税 事 務 所都 税 事 務 所都 税 事 務 所 か ら の おか ら の おか ら の おか ら の お 知知知知 ら せら せら せら せ ◎◎◎◎ 

 東京都では、現在、法人事業税・地方法人特別税・法人都民税、23 区内の事業所税、23 区内の固定資

産税（償却資産）について、eLTAX を利用した電子申告等の受付を行っています。あわせて、法人事業税・

地方法人特別税・法人都民税、23区内の事業所税について、eLTAX を利用した電子納税も行っています。 

 東京都で現在ご利用できる手続は下表のとおりです。（平成 22 年 4月 1日現在） 

＜利用手続についてのお問い合わせ＞ 

 【     サポートデスク】  電話番号：0570-081459（ＩＰ電話・ＰＨＳをご利用の場合：03-5339-6701） 

受付時間：月～金 午前８時３０分～午後８時 

                          （土・日・祝祭日、年末年始１２月２９日～１月３日は除く） 

 【      ホームページ】  http://www.eltax.jp/ 

 

＜申告内容や審査・納税についてのお問い合わせ＞ 
 【電子申告、電子申請・届出】 豊島都税事務所の各税目担当係     

 【電 子 納 税】 豊島都税事務所の徴収管理係 

 【主 税 局 ホ ー ム ペ ー ジ】 http://www.tax.metro.tokyo.jp/ 

 

◦ 都 税 事 務 所 か ら の お 知 ら せ ◦



新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894021

    

            

    

    23 区内において、個人事業税、法人事業税・地方法人特別税・法人都民税の課税事務は９つの都 

税事務所で、事業所税の課税事務は４つの都税事務所で行っています。その他の税に関しましては、 

今までどおり 23区内の各都税事務所で行っています。 

＜所管都税事務所一覧＞ 

        

    

    

    

    

    

    

■     個人事業税、法人事業税・地方法人特別税・法人都民税、事業所税に関するお問い合わせや申告・届出

等は、住所又は主たる事務所等が所在する区の所管都税事務所までお願いします。 

■ 住所・主たる事務所等が所在する区の都税事務所の窓口においても、申告書等の受付を行いますが、お問

い合わせは所管都税事務所までお願いします。 

■ 納税（課税）証明書の発行は、すべての都税事務所・都税支所・支庁で行います。事務手続上、申告・納

付後すぐ（おおむね１～２週間以内）の納税証明書の申請については、領収証書の原本（領収印のあるも

の）と申告書の控え（受付印のあるもの）の両方をお持ちください。 

【お問い合わせ先】 主税局課税部課税指導課（個人事業税係）03－5388－2969 

法人課税指導課（法人事業税係）03－5388－2963 

 法人課税指導課（事業所税係） 03－5388－2959 

    

    

    

    

                

    

    東京都主税局では、不動産などの財産を入札の方法で売却（公売）しています。 
 

公 売 予 定 日 4 月 13 日（火）  

公 売 物 件 
東京都主税局ホームページまたは都庁第一本庁舎 19 階に設置 

している「不動産等公売案内」をご覧ください。 

会 場 都庁第一本庁舎４階北側 第一・第二入札室    

入  札  時 間 午後 1 時 00 分～午後 2時 00 分 

お問い合わせ先 主税局徴収部機動整理課公売係（03-5388-3027） 

 

     東京都主税局ホームページ＜公売情報＞ 

 

 

    

    

【【【【おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ】】】】豊島都税事務所豊島都税事務所豊島都税事務所豊島都税事務所    3983983983981111－－－－1211 1211 1211 1211 主税局主税局主税局主税局ＨＰＨＰＨＰＨＰ    http://www.tax.metro.tokyo.jp/http://www.tax.metro.tokyo.jp/http://www.tax.metro.tokyo.jp/http://www.tax.metro.tokyo.jp/    

    

【主税局ホームページ】 http://www.tax.metro.tokyo.jp/ 

 

検索 

 

  

東京都 公売 http://www.tax.metro.tokyo.jp/kobai/index.html 
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今
後
の
改
革
の
方
向
性

政
府
は
、
昨
年
12
月
22
日
、
平
成
22
年
度
税
制
改
正

大
綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
改
正

で
は
、
法
人
会
が
強
く
撤
廃
を
求
め
て
い
た
「
特
殊

支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
制
度
」

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
法
人
会
の
要
望
が
実

現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

政
府
は
、
昨
年
12
月
22
日
、
平
成
22
年
度
税
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改
正

大
綱
を
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。
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ト
を
お
知
ら
せ
し
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。
今
回
の
改
正

で
は
、
法
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会
が
強
く
撤
廃
を
求
め
て
い
た
「
特
殊

支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入
制
度
」

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
法
人
会
の
要
望
が
実

現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

税
制
改
正
大
綱

税
制
改
正
大
綱

税
制
改
正
大
綱

平成22年度平成22年度

特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の

損
金
不
算
入
制
度
は
廃
止

項　　　目

扶養控除の廃止（年少分）

特定扶養控除の縮減

自動車重量税の軽減

たばこ税の引き上げ

租税特別措置の見直し

その他

合　計

初年度

800

－

△1,700

500

700

△100

△400

平年度

5,200

1,000

△1,700

1,200

1,000

△1,000

5,000

特殊支配同族会社の役員給与
の損金不算入制度の廃止 △700 △700

（注）四捨五入の関係で合計値には誤差あり

法
人
会
の
要
望

実
現
へ
！！

法
人
会
の
要
望

実
現
へ
！！

現行

3,552円

4,372円

（1,074円）

（3,298円）

7,924円

改正案

5,302円

6,122円

（1,504円）

（4,618円）

11,424円

国の
たばこ税

地方の
たばこ税

うち
（道府県税分）

（市町村税分）

合計

〈億円〉

扶
養
控
除
の
見
直
し

・
扶
養
家
族
の
う
ち
十
五
歳
以
下
の
「
年
少
分
」
は
廃
止

二
三
〜
六
九
歳
の
「
成
年
分
」
は
存
続
（
三
八
万
円
）

特
定
扶
養
控
除
の
縮
小

・
十
六
〜
十
八
歳
の
上
乗
せ
分
は
廃
止
。
所
得
税
で

三
八
万
円
（
改
正
前
六
三
万
円
）
に
、
住
民
税
で

三
三
万
円
（
改
正
前
四
五
万
円
）
に
縮
小

　
十
九
〜
二
二
歳
は
現
行
の
ま
ま
存
続

※
所
得
税
に
つ
い
て
は
平
成
二
三
年
分
か
ら
、
住
民

税
は
二
四
年
度
分
か
ら
適
用

少
額
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
の
非
課
税
措
置
の
創
設

・
上
場
株
式
・
投
資
信
託
か
ら
の
配
当
、
譲
渡
益
が

条
件
付
で
非
課
税
に

　
二
四
年
〜
二
六
年
の
投
資
分
で
年
間
一
〇
〇
万
円

以
下
（
三
年
間
で
合
計
三
〇
〇
万
円
が
上
限
）
。

最
長
十
年
間

※
平
成
二
四
年
一
月
一
日
か
ら
適
用

生
命
保
険
料
控
除
の
改
組

・
一
般
生
命
保
険
料
控
除
（
改
正
前
上
限
五
万
円
）

と
別
枠
で
介
護
・
医
療
保
険
料
控
除
を
新
設
。
個

人
年
金
保
険
料
控
除
（
改
正
前
上
限
五
万
円
）
と

の
三
本
立
に
な
り
、
所
得
控
除
額
は
各
控
除
と
も

上
限
四
万
円
に
（
合
計
十
二
万
円
）

※
平
成
二
四
年
分
以
後
の
所
得
税
に
適
用

寄
附
金
控
除
額
の
見
直
し

・
寄
附
金
控
除
の
適
用
下
限
額
を
二
〇
〇
〇
円
（
改

正
前
五
〇
〇
〇
円
）
に
引
き
下
げ

※
平
成
二
二
年
分
以
後
の
所
得
税
に
適
用

   特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入

制
度
の
廃
止

※
平
成
二
二
年
四
月
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年

度
か
ら
適
用

　
特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
に
係
る
課
税
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
措
置
を
二
三
年
度
改
正
で
講
じ
る

中
小
企
業
の
支
援

・
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
適
用
期
限
を
二
年
延
長

・
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
（
三
〇
万
円
未
満

の
も
の
）
の
損
金
算
入
の
特
例
期
限
を
二
年
延
長

・
交
際
費
の
損
金
不
算
入
制
度
の
適
用
期
限
を
二
年
延
長

※
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
二
年
間
の
時
限
措
置

研
究
開
発
減
税
措
置
の
延
長

・
企
業
の
研
究
開
発
費
の
一
部
を
税
額
控
除
で
き
る

制
度
の
適
用
期
限
を
二
年
延
長

そ
の
他
の
改
正

・
情
報
基
盤
強
化
税
制
に
つ
い
て
適
用
期
限
の
到
来

（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
）
を
も
っ
て
廃
止

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
改
革
推
進
投
資
促
進
税
制

に
つ
い
て
対
象
設
備
を
縮
小

贈
与
税
の
非
課
税
枠
の
拡
大

・
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の

非
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
（
二
年
間
の
時
限
措
置
）

平
成
二
二
年
中
の
贈
与
　
　
　
一
五
〇
〇
万
円

平
成
二
三
年
中
の
贈
与
　
　
　
一
〇
〇
〇
万
円

　
　（
改
正
前
五
〇
〇
万
円
）

※
平
成
二
三
年
十
二
月
三
一
日
ま
で
の
贈
与
に
適
用

ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
実
質
維
持

・
暫
定
税
率
は
廃
止
。
他
方
、
特
別
措

置
に
よ
り
、
現
行
税
率
を
実
質
維
持

自
動
車
重
量
税
の
軽
減

・
暫
定
税
率
の
見
直
し
。
新
車
購
入

時
や
車
検
時
の
負
担
を
軽
減

（
一
般
乗
用
車
の
税
額
）

年
五
〇
〇
〇
円 

（
改
正
前
年
六
三
〇
〇
円
）

（
エ
コ
カ
ー
車
の
税
額
）

　
五
〇
％
減
税
車  

年
二
五
〇
〇
円

（
改
正
前  

年
三
一
五
〇
円
）

　
七
五
％
減
税
車  

年
一
二
五
〇
円

（
改
正
前  

年
一
五
七
五
円
）

　
電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車  

現
行
維
持

（
改
正
前 

免
税
）

（
新
車
登
録
か
ら
十
八
年
超
の
自
動
車
の
税
額
）

　
現
行
維
持
（
改
正
前  

年
六
三
〇
〇
円
）

※
税
額
は
車
体
重
量
〇
・
五
ト
ン
当
り
の
金
額

　
軽
乗
用
車
、
大
型
車
、
営
業
用
自
動
車
の
税
率
は

一
般
乗
用
車
と
同
様
割
合
で
引
き
下
げ
。
エ
コ
カ

ー
減
税
対
象
車
は
平
成
二
四
年
四
月
末
ま
で
現
行

措
置
を
維
持
、
対
象
車
種
を
拡
大 

  

た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ

※
た
ば
こ
一
〇
〇
〇
本
あ
た
り
の
金
額 

  

　
平
成
二
二
年
十
月
一
日
か
ら
適
用

　
一
本
に
つ
き
五
円
程
度
の
値
上
げ

納
税
者
番
号
制
度
の
導
入

・
社
会
保
障
・
税
共
通
の
番
号
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
具
体
化
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
て
検
討

中
小
企
業
の
法
人
税
の
軽
減
税
率
の
引
き
下
げ

・
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
の
見
直
し
な
ど
と
合
わ
せ

て
早
急
に
実
施
に
向
け
て
検
討

相
続
税

・
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
、
課
税
ベ
ー
ス
、
税
率
構

造
の
見
直
し
に
つ
い
て
平
成
二
三
年
度
改
正
を
目

指
す

固
定
資
産
税

・
政
策
税
制
措
置
を
今
後
四
年
間
で
厳
格
に
見
直
し

地
球
温
暖
化
対
策
税
（
環
境
税
）

・
平
成
二
三
年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討

市
民
公
益
税
制

・
寄
附
税
制
や
公
益
活
動
を
担
う
法
人
（
Ｎ
P
O
法

人
や
公
益
法
人
な
ど
）
に
係
る
税
制
に
つ
い
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
検
討

◇ 

記
事
作
成・問
合
せ
先
／
四
方（
よ
も
）税
理
士
事
務
所

0
3（
5
2
8
4
）8
2
1
2

0
3（
5
8
0
2
）0
1
1
6

yom
o@
fd5
.so-net.ne.jp

電

話

フ
ァ
ッ
ク
ス

E
メ
ー
ル

／／／

http://w
w
w
.np-net.co.jp/yom

o/

〈
参
考
〉

平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
に
よ
る

増
減
税
見
込
額（
国
税
関
係
）
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損
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租税特別措置の見直し
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合　計

初年度

800

－

△1,700

500

700

△100

△400

平年度

5,200

1,000

△1,700

1,200

1,000

△1,000

5,000

特殊支配同族会社の役員給与
の損金不算入制度の廃止 △700 △700

（注）四捨五入の関係で合計値には誤差あり

法
人
会
の
要
望

実
現
へ
！！

法
人
会
の
要
望

実
現
へ
！！

現行

3,552円

4,372円

（1,074円）

（3,298円）

7,924円

改正案

5,302円

6,122円

（1,504円）

（4,618円）

11,424円

国の
たばこ税

地方の
たばこ税

うち
（道府県税分）

（市町村税分）

合計

〈億円〉

扶
養
控
除
の
見
直
し

・
扶
養
家
族
の
う
ち
十
五
歳
以
下
の
「
年
少
分
」
は
廃
止

二
三
〜
六
九
歳
の
「
成
年
分
」
は
存
続
（
三
八
万
円
）

特
定
扶
養
控
除
の
縮
小

・
十
六
〜
十
八
歳
の
上
乗
せ
分
は
廃
止
。
所
得
税
で

三
八
万
円
（
改
正
前
六
三
万
円
）
に
、
住
民
税
で

三
三
万
円
（
改
正
前
四
五
万
円
）
に
縮
小

　
十
九
〜
二
二
歳
は
現
行
の
ま
ま
存
続

※
所
得
税
に
つ
い
て
は
平
成
二
三
年
分
か
ら
、
住
民

税
は
二
四
年
度
分
か
ら
適
用

少
額
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
の
非
課
税
措
置
の
創
設

・
上
場
株
式
・
投
資
信
託
か
ら
の
配
当
、
譲
渡
益
が

条
件
付
で
非
課
税
に

　
二
四
年
〜
二
六
年
の
投
資
分
で
年
間
一
〇
〇
万
円

以
下
（
三
年
間
で
合
計
三
〇
〇
万
円
が
上
限
）
。

最
長
十
年
間

※
平
成
二
四
年
一
月
一
日
か
ら
適
用

生
命
保
険
料
控
除
の
改
組

・
一
般
生
命
保
険
料
控
除
（
改
正
前
上
限
五
万
円
）

と
別
枠
で
介
護
・
医
療
保
険
料
控
除
を
新
設
。
個

人
年
金
保
険
料
控
除
（
改
正
前
上
限
五
万
円
）
と

の
三
本
立
に
な
り
、
所
得
控
除
額
は
各
控
除
と
も

上
限
四
万
円
に
（
合
計
十
二
万
円
）

※
平
成
二
四
年
分
以
後
の
所
得
税
に
適
用

寄
附
金
控
除
額
の
見
直
し

・
寄
附
金
控
除
の
適
用
下
限
額
を
二
〇
〇
〇
円
（
改

正
前
五
〇
〇
〇
円
）
に
引
き
下
げ

※
平
成
二
二
年
分
以
後
の
所
得
税
に
適
用

   特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の
損
金
不
算
入

制
度
の
廃
止

※
平
成
二
二
年
四
月
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年

度
か
ら
適
用

　
特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
に
係
る
課
税
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
措
置
を
二
三
年
度
改
正
で
講
じ
る

中
小
企
業
の
支
援

・
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
適
用
期
限
を
二
年
延
長

・
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
（
三
〇
万
円
未
満

の
も
の
）
の
損
金
算
入
の
特
例
期
限
を
二
年
延
長

・
交
際
費
の
損
金
不
算
入
制
度
の
適
用
期
限
を
二
年
延
長

※
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
二
年
間
の
時
限
措
置

研
究
開
発
減
税
措
置
の
延
長

・
企
業
の
研
究
開
発
費
の
一
部
を
税
額
控
除
で
き
る

制
度
の
適
用
期
限
を
二
年
延
長

そ
の
他
の
改
正

・
情
報
基
盤
強
化
税
制
に
つ
い
て
適
用
期
限
の
到
来

（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
）
を
も
っ
て
廃
止

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
改
革
推
進
投
資
促
進
税
制

に
つ
い
て
対
象
設
備
を
縮
小

贈
与
税
の
非
課
税
枠
の
拡
大

・
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
贈
与
税
の

非
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
（
二
年
間
の
時
限
措
置
）

平
成
二
二
年
中
の
贈
与
　
　
　
一
五
〇
〇
万
円

平
成
二
三
年
中
の
贈
与
　
　
　
一
〇
〇
〇
万
円

　
　（
改
正
前
五
〇
〇
万
円
）

※
平
成
二
三
年
十
二
月
三
一
日
ま
で
の
贈
与
に
適
用

ガ
ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
を
実
質
維
持

・
暫
定
税
率
は
廃
止
。
他
方
、
特
別
措

置
に
よ
り
、
現
行
税
率
を
実
質
維
持

自
動
車
重
量
税
の
軽
減

・
暫
定
税
率
の
見
直
し
。
新
車
購
入

時
や
車
検
時
の
負
担
を
軽
減

（
一
般
乗
用
車
の
税
額
）

年
五
〇
〇
〇
円 

（
改
正
前
年
六
三
〇
〇
円
）

（
エ
コ
カ
ー
車
の
税
額
）

　
五
〇
％
減
税
車  

年
二
五
〇
〇
円

（
改
正
前  

年
三
一
五
〇
円
）

　
七
五
％
減
税
車  

年
一
二
五
〇
円

（
改
正
前  

年
一
五
七
五
円
）

　
電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車  

現
行
維
持

（
改
正
前 

免
税
）

（
新
車
登
録
か
ら
十
八
年
超
の
自
動
車
の
税
額
）

　
現
行
維
持
（
改
正
前  

年
六
三
〇
〇
円
）

※
税
額
は
車
体
重
量
〇
・
五
ト
ン
当
り
の
金
額

　
軽
乗
用
車
、
大
型
車
、
営
業
用
自
動
車
の
税
率
は

一
般
乗
用
車
と
同
様
割
合
で
引
き
下
げ
。
エ
コ
カ

ー
減
税
対
象
車
は
平
成
二
四
年
四
月
末
ま
で
現
行

措
置
を
維
持
、
対
象
車
種
を
拡
大 

  

た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ

※
た
ば
こ
一
〇
〇
〇
本
あ
た
り
の
金
額 

  

　
平
成
二
二
年
十
月
一
日
か
ら
適
用

　
一
本
に
つ
き
五
円
程
度
の
値
上
げ

納
税
者
番
号
制
度
の
導
入

・
社
会
保
障
・
税
共
通
の
番
号
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
具
体
化
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
て
検
討

中
小
企
業
の
法
人
税
の
軽
減
税
率
の
引
き
下
げ

・
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
の
見
直
し
な
ど
と
合
わ
せ

て
早
急
に
実
施
に
向
け
て
検
討

相
続
税

・
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
、
課
税
ベ
ー
ス
、
税
率
構

造
の
見
直
し
に
つ
い
て
平
成
二
三
年
度
改
正
を
目

指
す

固
定
資
産
税

・
政
策
税
制
措
置
を
今
後
四
年
間
で
厳
格
に
見
直
し

地
球
温
暖
化
対
策
税
（
環
境
税
）

・
平
成
二
三
年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討

市
民
公
益
税
制

・
寄
附
税
制
や
公
益
活
動
を
担
う
法
人
（
Ｎ
P
O
法

人
や
公
益
法
人
な
ど
）
に
係
る
税
制
に
つ
い
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
検
討

◇ 

記
事
作
成・問
合
せ
先
／
四
方（
よ
も
）税
理
士
事
務
所

0
3（
5
2
8
4
）8
2
1
2

0
3（
5
8
0
2
）0
1
1
6

yom
o@
fd5
.so-net.ne.jp

電

話

フ
ァ
ッ
ク
ス

E
メ
ー
ル

／／／

http://w
w
w
.np-net.co.jp/yom

o/

〈
参
考
〉

平
成
二
二
年
度
税
制
改
正
に
よ
る

増
減
税
見
込
額（
国
税
関
係
）
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入　　会	 平成22年2月
代表者名	 若林　誠
業　　種	� 電気工事業
所 在 地	 豊島区長崎4-21-2
T  E  L	 03-3957-9500
F  A  X	 03-3957-9506

入　　会	 平成20年8月
代表者名	 黄 磊（コウバイレイ）

業　　種	� 飲食・人材派遣
所 在 地	 豊島区北大塚2-11-2
	 （中華居酒屋 千の香）
T  E  L	 03-3916-5716
F  A  X	 03-3916-5716

上海家庭料理を味わえる店。980
円の乾杯セットは大人気。予約で
上海蟹・スッポン鍋もできます。
20人前後の宴会も開催できます。

入　　会	 平成21年9月
代表者名	 クレイシ ハールーン
業　　種	� 建設機械・農機具等の売買
所 在 地	 豊島区南大塚3-44-15
	 河合ビル202
T  E  L	 03-3984-2283
F  A  X	 03-3984-2284

＂誇る理由がある＂…　世界20ヶ
国のネットワーク。建設機械・農
機具・トラック・ダンプ・中古車
等の総合商社。

入　　会	 平成21年11月
代表者名	 井上浩孝
業　　種	� 鉄鋼二次製品販売業
所 在 地	 豊島区南長崎1-1-18
T  E  L	 03-3953-8866
F  A  X	 03-3565-1655

南長崎１丁目交差点のそば、山手
通り沿いで建築材料を取り扱って
おります。少数精鋭で、皆様の御
要望に応えております。

入　　会	 平成22年1月
代表者名	 知久晴美
業　　種	� 劇団
所 在 地	 豊島区池袋本町2-17-27
T  E  L	 03-3986-5659
F  A  X	 03-3986-5659

未来ある青少年の健全な発育に寄
与する為、舞台芸術活動やそれに
伴う練習等を通じ、技術の鍛錬と
道徳心を持つ人間の育成を行う。

入　　会	 平成22年3月
代表者名	 井上克也
業　　種	� 映像制作業
所 在 地	 豊島区北大塚3-1-2
	 三恵大塚ビル503
T  E  L	 03-3949-3472
F  A  X	 03-3949-3472

ドラマや映画・TV番組を制作し
ております。何かご用命・お問い
合せがございましたらご一報下さ
い。新参者ですが宜しくです‼

入　　会	 平成21年11月
代表者名	 佐藤洋平
業　　種	� 情報処理
	� （コンピューターソフト

開発・運用・保守etc）
所 在 地	 豊島区池袋2-60-11
	 ともビル10階
T  E  L	 03-5985-2866
F  A  X	 03-5985-2865

入　　会	 平成22年2月
代表者名	 長沼啓一
業　　種	� 不動産管理
所 在 地	 豊島区東池袋5-3-8
T  E  L	 03-3986-1611
F  A  X	 03-3986-1615

有限会社 若矢電業

有限会社 彰美企画（中華居酒屋 千の香セノカ） ニッポントレーディング有限会社

井上商店 劇団ムジカフォンテ

合同会社 PLUS VOX 株式会社 システムズ・ソフィー

株式会社 NSYホールディングス

至池袋

東
急
ス
ト
ア

西武池袋線

老
人
ホ
ー
ム

ア
ト
リ
エ
村

至
山
手
通
り

東長崎駅
北口

郵
便
局

セブンイレブン
サ
ー
ク
ル
K

若矢電業

馬場皮膚科

郵便局

赤札堂

ときわ通り

丸井

西口五差路

劇
場
通
り

池
袋
駅

西
口

西口公園

システムズ・
ソフィー

JR大塚駅
南口

都電荒川線

空蝉橋

明治通り向原

至池袋

北口

PLUS VOX

ホテル
ベルクラシック
大塚台
公園

大塚駅

都電

至巣鴨交番

三菱東京
UFJ銀行

ampm

南口

山の手線

ニッポント
レーディング

巣鴨信金

りそな銀行

至目白 至池袋

山手通り 歩道橋

西武池袋線

富
士
台
小井上商店至

新
宿

至
板
橋

椎
名
町
駅

南
口P

目
白
通
り

至
護
国
寺

池
袋
駅

都電荒川線
有楽町線
東池袋駅

サンシャイン
シティ

グリーン大通り明
治
通
り

東
口

NSY 
ホールディングス

至池袋
JR大塚駅

至巣鴨

都
電
荒
川
線

ampm
北口

みずほ銀行

千の香

東横イン

ampm

新 規 会 員 紹 介 コ ー ナ ー �
順不同

法人会の活動状況法人会の活動状況



新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894025

　

私
は
、
豊
島
法
人
会
広
報
委
員
会
に
入
り
、
記
事
を
書
き

続
け
て
早
12
年
目
を
迎
え
ま
す
。
取
材
を
通
じ
、
多
く
の
人
々

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
写
真

撮
影
、
原
稿
書
き
、
校
正
等
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
に
、
広

報
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の
特
技
が
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
長
を
中
心
に
、
各
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
今
後
と
も
皆
様
の
心
に
残
る
記
事
を
書
き
続

け
て
い
き
た
い
…
…
と
強
く
切
望
し
ま
す
。

�

（
記
／
４
月
号
編
集
キ
ャ
ッ
プ  

阿
部
双
葉
）

　

春
を
象
徴
す
る
花
と
し
て
、
日
本
人
に
は
な
じ
み
が
深
く
、

春
を
告
げ
る
役
割
を
果
た
す
桜
。

　

写
真
は
石
神
井
公
園
に
咲
い
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
す
。

　

花
弁
の
淡
い
白
さ
の
中
に
凛
と
色
づ
く
桜
色
は
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。

石
神
井
公
園

　

三
宝
寺
池
、
石
神
井
池
の
二
つ
の
池
を
中
心
と
し
た
都
立
公
園
で
、
園
内
は
起
伏
に
富

み
、
武
蔵
野
の
自
然
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
々
に
囲
ま
れ
静
寂
な
趣
の
三
宝
寺
池

と
、
ボ
ー
ト
で
賑
わ
う
石
神
井
池
の
他
に
、
石
神
井
城
跡
と
こ
れ
に
関
す
る
幾
つ
か
の
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。
三
宝
寺
池
の
北
の
台
地
を
中
心
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
約
1
7
0
本
、
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
が
約
70
本
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
ま
た
石
神
井
池
の
池
面
に
沿
っ
て
桜
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
表
紙
写
真
・
記
／  

金
澤
重
夫
）

表
紙
の
言
葉

編
集
後
記

オールシーズン、お一人様1泊5,250円（税込・朝食付き）！！
テレビ番組でも紹介された「四季倶楽部」。
法人会会員なら予約受付開始日優遇などの
特典がございます。

法人会会
員の皆様

へ

格安リゾ
ート施設

を提供！

※「四季倶楽部」の施設の所在地ならびにオンラインでの予約など利用に関する詳しい内容は、

東法連ホームページ http://www.tohoren.or.jp でご確認ください。

【利用できる方】
法人会会員企業、会員企業の役員および従業員とその家族

【利用手続（電話予約）】
予約受付開始日…利用日の2ヶ月前の1日から。（※一般の場合は利用日の2ヶ月前から。）
予　　約　　先…「四季倶楽部会員専用ダイヤル」 03-5695-2500（9：00～19：00・年中無休）
※予約の際、所属団体名は「東京法人会連合会」「353-415（パートナー企業コード）」とお伝えください。
※年末年始、GW、お盆などの特定日は予約の開始日が異なる場合があります。 

【四季倶楽部とは】
「四季倶楽部」は、大手企業の保養施設を有効活用し、オールシーズン、お一人様1泊5,250円（税込・朝食付き）の
格安な料金設定で一般利用者に開放しています（一部除く）。
東法連が「四季倶楽部」と提携したことにより、法人会の会員企業であれば、一般の方より予約の開始日が優遇され
ます（最大30日）。
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西口五差路
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目
白

鈴木ビル1階

事務局からのお知らせ

東法連WEBサイトにて
各種事業サービスがご利用できます 決算法人説明会について

生活習慣病健診について

　上部団体東京法人会連合会WEBサイトの「都内法人会
の会員専用ページ」にて下記サービス等がご利用できま
す。

東法連WEBサイト　http://www.tohoren.or.jp/

　ログインには右記のユーザー
名とパスワードが必要となりま
すのでご注意ください。
　ラフォーレ倶楽部をお申込の際は、別途会員番号
「20052 - 3 0」が必要です。

　専用の届がございますので、事務局までお問合せください。
　また、届がない場合、年会費が発生してしまいますの
で、お早めにご連絡ください。

　口座振替ご希望の方は、事務局までお問合せください。
「預金口座振替依頼書」を送付いたします。また、ご登録いた
だいている口座に変更が生じました場合もご連絡ください。

　豊島法人会では（財）全日本労働福祉協会と提携し、会
員やその従業員・ご家族を対象に健康診断の積極的な受診
を推奨しています。夏・春の年2回実施しており、会員特
別価格でご利用いただけます。
　開催日、お申込については
（財）全日本労働福祉協会より
ハガキでご案内します。

指定旅館　研修用ビデオ無料貸出　法律相談
セコム・セキュリティ制度紹介

ユーザー名　tohoren
パスワード　0771

移転・休廃業
その他変更点が生じましたら

年会費は口座振替が便利です

〒171-0014　豊島区池袋2-55-2　鈴木ビル1階
TEL 3985-8940　FAX 3985-5718

tosima-h@sage.ocn.ne.jp
http://www.toshimahoujinkai.com/

e-Tax 推進宣言の会

社団法人豊島法人会

従来、決算法人説明会の「ご案内」
に同封しておりました「決算シール」
については本誌裏表紙に印刷され
ている「豊島法人会会員証」を切り
取って、申告書に添付してください。

　正しい決算と申告のためのチェックポイント、税
法・通達の改正事項と活用のしかた、決算手続きと申
告調整などについて豊島税務調査官および東京税理士
会豊島支部の税理士が説明を行ないます。
※聴講・テキストとも無料です。

月　日 時　間 場　所

5月12日（水） 13:30～16:00 勤労福祉会館

5月14日（金） 13:30～16:00 勤労福祉会館

6月11日（金） 13:30～16:00 豊島税務署会議室

7月 6日（火） 13:30～16:00 豊島税務署会議室
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	 勤労福祉会館	 豊島税務署

本誌裏表紙
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新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894027

５月
１ 土

２ 日

３ 月 憲法記念日

４ 火 みどりの日

５ 水 こどもの日

６ 木

７ 金

８ 土

９ 日

10 月

11 火 13:30
～

15:30
新設法人説明会

事務局会議室

12 水 13:30
～

16:00
決算法人説明会

勤労福祉会館

13 木

14 金 13:30
～

16:00
決算法人説明会

勤労福祉会館

15 土

16 日

17 月 16:00
～

19:20
第36回通常総会
ホテルメトロポリタン

18 火

19 水 15:00
～

16:30
企業セミナー

東京信用金庫本店

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

６月
１ 火

２ 水

３ 木
13:30
～

16:00
源泉所得税基礎講座①

測量地質健保会館

４ 金
13:30
～

16:00
源泉所得税基礎講座②

測量地質健保会館

５ 土

６ 日

７ 月

８ 火

９ 水

10 木

11 金 13:30
～

16:00
決算法人説明会

税務署会議室

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水 18:30
～

21:30
豊島法人会ボウリング大会

ロサボウル

17 木

18 金 14:00
～

15:30
税務研修会

桐杏学園

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

７月
１ 木

13:30
～

15:30
新設法人説明会

事務局会議室

２ 金

３ 土

４ 日

５ 月

６ 火
13:30
～

16:00
決算法人説明会

税務署会議室

７ 水

８ 木

９ 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月 海の日

20 火

21 水

22 木

東京フラフェスタin池袋
池袋西口公園

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

法 人 会 カ レ ン ダ ー

は休日です。※日時・内容については変更となる場合がありますので、ご了承下さい。
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申告書に切り取って貼付しましょう。
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